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川口市立美術館は、国内外で高い評価を受け、日本
を代表するアーティストとして活躍する蜷川実花
による開館記念特別展を開催します。
川口市は、父である演出家・蜷川幸雄の出身地で、
蜷川実花自身も幼少期を過ごした創作の原風景とい
えるゆかりの地です。
本展では、蜷川実花の感性の原点である川口で、創
作活動の出発点である「写真」を軸に、家族の記憶
を織り交ぜながら自身の創作の核心へと迫ります。

蜷川実花／にながわみか　写真家・映画監督・現代美術家

写真を中心に、映画、映像、空間表現も多く手掛ける。
木村伊兵衛写真賞ほか数々受賞。2010年ニューヨークのRizzoliから
写真集を出版。
「さくらん」（2007年）、「ヘルタースケルター」（2012年）など5本の長
編映画、Netflixオリジナルドラマ「FOLLOWERS」（2020年）を監督。
これまでに写真集120冊以上を刊行、個展150回以上、グループ展
130回以上と国内外で精力的に作品発表を続ける。

First Light, 2026
©mika ninagawa / bookshop M Co., Ltd. 
 / Courtesy of Tomio Koyama Gallery

�e days were beautiful, 2017
©mika ninagawa / bookshop M Co.,Ltd.
 / Courtesy of Tomio Koyama Gallery

〈書斎〉©ニナガワカンパニー

特別展の内容

問い合わせ…川口市立美術館　i048-280-6688　※詳細は川口市立美術館ホームページをご確認ください。

〔 第一章 〕
約30年にわたり断続的に撮り続けてきたセルフポートレート《Self-image》
の中から、本展で初公開となる作品を含む作品群や、最晩年の父との時間
を記録した《うつくしい日々 》などを通して、写真家・蜷川実花の表現の軌跡
を紹介します。

〔 第二章 〕
父の書斎の移設展示や元女
優でキルト作家の母・蜷川宏
子のキルト作品のほか、若き
日の両親のアルバムから展
開する新作シリーズ《First 
Light》を通して、自らを形づ
くってきた家族や川口とのつ
ながりに焦点を当てます。

販売場所  川口市立美術館2階窓口で購入（当日券）

開館時間  10：00～18：00
10・11月の第2・4金曜日
は20：00まで
（入館は閉館30分前まで）

休 館 日  月曜日
（祝・休日の場合は翌平日）

9月12日（土）
～11月29日（日）

会 期

販売場所
1文化推進室（第二本庁舎3階）  平日 9：00～16：30
2川口総合文化センター・リリア2階 チケットセンター
火～日曜日 10：00～17：00

3イオンモール川口1階 michinowaネッツトヨタ東埼玉
全日 10:00～21:00

窓口で購入（前売券）オンラインで購入

川口市立美術館
ホームページ

※9月11日㈮まで

※チケットは、オンラインまたは前売券の購入がおすすめです。

チケット情 報

無料

一般

大学生

高校生

中学生以下

オンライン／前売券 当日券

2,000円

1,500円

1,000円

1,800円

1,300円

800円

チケット販売サイト
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ボランティア体験コーナー（事前申込制）

大地震に備えよう！
準備を
しておきましょう！

10月第3日曜日の「ボランティアの日」に向け、
市民活動団体による活動の紹介・PRを行います！

災害発生直後は物資の配給など、行政の支援体制が整うまでに時間がかかることを想定し、
3日分（できれば1週間分）を備えておきましょう。
ローリングストック法
最低３日分、できれば１週間分

水や食料の備蓄

非常食 の備蓄

普段から食べているレトルト
食品やフリーズドライ食品な
どを多めに買い置き、定期的
に古いものから食べ、食べた
分を買い足すことにより、賞
味期限が1年程度でも「非常
食」として活用できます。

❶備える

❷食べる
飲む

❸買い足す

災害時には、施設の損壊などにより普段使用しているトイレが使用できなくなる場合
があります。実際に、令和６年能登半島地震でもトイレが使用できない事態が多く発
生しました。災害時のトイレ環境は、体調管理の面で非常に重要です。トイレの回数を
減らすために飲食を我慢すると体調を崩したり、病気の原因になりますので、災害用
トイレは必ず備蓄しましょう。

災害用トイレの備蓄

災害用トイレ の備蓄 4人家族の場合
約140回分必要

1人1日
約5回

家族の
人数分

7日分
程度

おむつ 生理用品

家族の状況
に応じた備蓄

水 の備蓄
水（飲料用）は
１人１日３リットル

7日分
程度

1人 3L 家族の人数分

お湯を沸かすことが
できるため、即席麺な
ど、食べられる食料の
幅が広がります。

カセットコンロ ガスボンベ
1本で約60分
使用可能

1カ月で
15～20本
必要

問い合わせ…危機管理課　i048-242-6357　k048-257-3535

問い合わせ…協働推進課　i048-227-7633（火～土曜日（祝・休日を除く）9：00～17：15）　k048-226-7718

10月の第3日曜日は
『川口市民ボランティアの日』

第25回

クイズに正解すると、景品がもらえ
ます♪

日時

備蓄の準備できていますか？

防災情報を入手しましょう

日 11：00～16：00 ※小雨決行10月4日
テーマ

ニ コ ニ コ

2525笑顔ボランティア

ボランティア見本市

防災行政無線無料テレホンサービス▼
市の防災行政無線の放送内容を電話で確認できます。

(通話料無料)
i0800-800-4344

いつ起こるかわからない。
　　　「もしも」に備え自分と大切な人を守ろう
埼玉県地震被害想定調査では、今後30年以内に約70％の確率でマグニチュード7程度の
首都直下地震が発生すると示されています。ライフラインの復旧までには長時間を要す
ることから、日頃の備えが命を守ります。今からできる準備をしましょう。

ライフライン復旧の目安

電力
6日

上水道
30日

下水道
30日

電話
14日

都市ガス
55日

出典：埼玉県地震被害想定調査報告書
想定条件：東京湾北部地震発生後

会場 キュポ・ラ広場（川口駅東口公共広場）

▲市ホームページ

Yahoo！防災速報
▼

川口市LINE公式
アカウント
▼

手話体験、
盲導犬体験など

白杖体験、
車いす体験

クイズラリー

市民活動団体紹介ブース ふれあいステージ

各団体の活動発表や物品販売など 歌やダンスで会場を盛り上げます。

9月7日㈪9：00～13日㈰17：00に
申込フォームで
（申込多数の場合は抽選）
※詳細はかわぐちボランティアセンター
ホームページをご確認ください。

手話体験、盲導犬体験、白
杖体験、車いす体験など
小・中学生

内容

対象
申込


